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品質目標の取組みを根本から捉え直す

国府 保周 撚″ιあ滋ク撤αι′ 活き活き経営システムズ

品質目標に関する要求事項への誤解が多いことから,

関連する各種事項を,あ らためて全般的に整理してみる

ことにした。

1.lS0 9001の要求事項

品質目標に関して,IS0 9001で要求してい上主主事項

を,表 1に整理する。

表 1 :S09001で要求してい盤い事項

a)品質目標の取組みを部門単位・年度単位とする
b)す べての部門に品質目標をもたせる
c)取組みや展開の形態を 1種類 とする
d)測定可能を意識して目標を数値 (定量的)で示す
e)品質目標を品質方針で言及しているものに限る
0 意義が低下した後も当該目標に取り組み続ける

審査では,表 1の 「IS0 9001で要求してい.な い」パ

ターンで品質目標に取り組んでいる形態を見かけること

が多い。
.

IS0 9001は ,様々な国の,様々な業種の,様々な

規模や形態の組織が用いることを前提とした,“what''

を主体 とする普遍的な規格である。したがって,ISO

9001の要求事項の趣旨に反しない限り,組織が独自の

考えに基づいてルールを設けて運用してよい。ただし,

運用中のルールが,本当に現在の自分たちに見合う,価

値あるものとなっているかなどの観点から再考を繰り返

して,組織内のコンセンサスを得ておきたいものであ

る。

2.目標を取り巻く言葉とその意味

こうした本末転倒のもとが, 日標という日本語表記に

あるように感じられた。そこで, まず,用語の定義と辞

書 (英英辞典)を もとに,原語の意味を調べることにし

た (表 2)。

品質目標という用語の定義 (IS0 9000,3.7.2)は 「品

質に関する目標」であり,そ こに目標 (同 3.7.1)の 定

義を挿入すると「品質に関する “達成すべき結果"」 と

盤 雖 鎖且及些 盤壁度 菫止製 獄回置

6。2.1幽ヒ _品質マネジメントシステムに必要
な,速睡塑二K菫鼈垂狙及びプロセスニ止菫三⊆」贔
質目標を確立上ム旦墨ばならなL
贔豊ユ畳墨笙菫壁型とと型左畳≧ 二止 LL
a)量艶コ上量筆≦上4_
b)測定ユ壁で数 L
c)適用され.る要求事項を考慮に入4`∠二
d)製品及びサービスの適合,並びに顧客満足の向
上に関連している。

e)重視主生
0上鐘 :二生
g)塑 Ш 塑 ‐ ]壁 全
組織ヒ 品質旦遇塾製劃l奎甕肇LIL盤匿:担生維持

しな[ナればならなLL

6。2.2 組織は,品質目標を のように達成するか

|::_11:2_1_:L:::::_:::::]:::1_I:lil__Z:と
__!:1__::::_2____:と

''ζ

_``[≧ :量言::]]::!_::::_1::::1::::__1=`_:`:::_!liL:ι :l`_!:!::

ならなL
a)実施蔓重
b)必里上査返
c)宣壁
d)」表:1」」::菱 ::!亘:o」:i:::::菫 :基 [l

e)」直塁の星E」亜左迭

[下線は附属書 SLに 由来する部分]
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表2 目標という用語を取り巻く定義と
オックスフォード辞典での説明

品質目標
quality

objectlve

IS0 9000

3.7.2

品質に関する且標 (3■ 1)。

注記 1 品質目標は,通常,組織の品質方
針に基づいている。

注記2 品質目標は,通常,組織内の関連
する機能,階層及びプロセスに対
して規定される。

目標

ol)jectlve

IS0 9000

3.7.1

達成立△豊盤呈。

注記 1 目標は,戦略的,戦術的又は運用
的であり得る。

注記 2 目標は,様々な領域 (例えば,財務 ,
安全衛生,環境目標)に関連し得
るものであり,様々な階層 (例え
ば,戦略的レベル,組織全体,プ
ロジェクト単位,製品ごと,プロ
セスごと)で適用できる。

注記 3 目標は,例 えば,意図する成果,
目的,運用基準など,別の形で表
現することもできる。また,品質
目標という表現の仕方もある。又

は,同 じような意味をもつ別の
言葉 [例 胆  (aim),]達点
(gOal),地 (target)]で 表す
こともできる。

注記 4 品質マネジメントシステムの場
合,組織は,特定の結果を達成す
るため,品質方針と整合のとれた
品質目標を設定する。

なる。

3.7.1の注記 3に ある各種代替語を,日標という単語

とともにオックスフォード辞典を調べてみた。いずれの

単語にも「努力する (trying)」 という言葉が含まれて

いることから,日標とは,偶然に達成できるものを意図

していないことがわかる。また,単なる数値の達成を狙

うというよりも,さ らに奥にある何かを狙うという趣旨

が感じられる。また,“パフォーマンス"の定義 (378)

の注記 1でいう「定性的な所見」で「測定可能」とな

ることにも留意しておきたい。

3.方針との関係 (方針を取り巻く言葉と
その意味)

日本語表記の問題は,方針という用語にもあるように

感じられた。そこで,方針についても,用語の定義と辞

書 (英英辞典)を もとに,原語の意味を調べることにし

た (表 3)。

表 3に定義と辞書での説明を記したが,そ のままカ

タカナで,「品質に関するポリシー」と表記する方が,

ストレートに理解できるかもしれない。

次に,品質方針と品質目標の関係に関するIS0 9001

)av!zv2Dg
表 2(続き)

目標

objective

オックス

フォード

辞典

1.達成しようと努力する (trメng)何か
2.凝視する対象

狙い

alm

オックス

フォード

辞典

1.達成しようと努力する (trying)テーマ
に取 り組む目的

2.何かに向けて手段を示す活動又はスキル

到達点

gOal

オックス

フォード

辞典

1.[ス ポーツ]点数を得るために,プレー
ヤーがボールを蹴るか当てる,ネ ットを
持つフレーム

2.[ス ポーツ]ボールをゴールに蹴 り込む
か当てる行為 (こ れによって点数を得る)

3.達成 しようと望む何か

標的

target

オックス

フォード

辞典

1.達成 しようと努力する (trpng)結果
2.取 り組む際に人々が目指す対象,人,場
所

3.人々が銃で撃つ対象 (特に円形の板に丸
を描いたもの)

達成する

achieve

オックス

フォード

辞典

1.特定のゴール・状態 。水準に,特に,長
期間努力して到達に成功する

2.何かを行うか,何かを起こすことに成功
する

3.成功を収める
結果

result

オックス

フォード

辞典

1.何らかの事項によって起こるか生じる事
柄

2.ス ポーツの試合,コ ンクール,選挙など
の最終的な得点か優勝者名

3.試合での勝利か成功 (特にフットボール
やサッカーの)

4.学業試験で得る成績や評点
5.科学的な試験か調査から得る情報
6.成功裏に達成する事柄

パフォー

マンス

perfor―

mance

IS0 9000

3.7.8

測定可能な結果 .

注記 1 パフォーマンスは,定量的又は定性
的な所見のいずれにも関連し得る.

注記 2 パフォーマンスは,活動,プロセス,
製品,サービス,シ ステム又は組織
の運営管理に関連し得る.

の要求事項を見ることとする (表 4)。

5.2.lb)で は,品質方針は「品質目標の設定のため

の枠組みを与える」ものとしている。枠組みは “frame‐

wOrk"で,オ ックスフォード辞典での説明は「判断 。決

定などの基礎として用いる一連の信念・着想・規範」で

あり,「考え方の大きな方向性を示すもの」と捉えてよ

い。

一方,6.2.la)で は,品質目標は「品質方針と整合し

ている」ことを要求している。これは「あらゆるISO

マネジメントシステム規格に共通の内容・表記」を扱

う附属書 SLに 由来する。「整合する」の英原文は “be

標準化と品質管理 Vol.72 No ll-53



表 3 方針という用語を取り巻く定義と
オックスフォード辞典での説明

品質方針
quality

policy

IS0 9000

3.5.9

品質に関する左針 (3.5.8)。

注記 1 -般に品質方針は,組織の全体的
な方針と整合しており,組織のビ
ジョン及び使命と密接に関連付け

ることができ,品質目標を設定す
るための枠組みを提供する。

注記 2 この規格に記載した品質マネジメ
ントの原則は,品質方針を設定す
るための基礎となり得る。

方針

policy

IS0 9000

3.5.8

トップマネジメントによって正式に表明さ

れた組織の意図及び方向付け。

方針

policy

オックス

フォー ド

辞典

1.政党やビジネスなどで,合意又は選定
した行動の計画

2.自 身が信じている原則で, どのように
行動するか (普段の行動の方法)に影
響を与える

3.保険契約に関する取引明細の書面

consistent with''で ,JISの表記どおり「整合する」と

捉えてよい。ISOマ ネジメントシステム規格は,(不適

合に関する要求事項を除いて)基本的に否定型でなく,

肯定型で記すこととしている。つまり,本件は, もとも

と「品質目標は,品質方針と相反するものでないこと」

を意図する要求事項であるが,肯定型 とするために,
6.2.la)の 表記となっていることに留意したい。

品質目標は「組織の品質方針の延長上で,積極的に品

質方針の効力を増大するもの」がベストであろう。しか

し,品質方針と相反しなければ,自 由に品質目標を設定

して構わない。

4.品質目標に取り組む単位と形態

IS0 9001の 6.2.1の 冒頭の要求事項は,「組織は,品

質マネジメントシステムに必要な,関連する機能,階層

及びプロセスにおいて,品質目標を確立しなければなら

ない」である。これは,下記の二段構えの構図と捉える

ことができる。

① 品質目標を確立することから始まる
② 次に,そ の内容に見合う (関連する=relevant)
機能。階層・プロセスで取り組む

②の「機能」の原文は “hnction''で ある。2000年

版と2008年版で「部門」と訳したことから,品質目標

を部門単位で取り組むという誤解を招いたため,2015

年版では「機能」と訳した。「階層」の原文は “level"

で「目標」の定義 (IS0 9000の 3.7.1)の 注記 2の後

表 4 品質方針と品質目標との関係に関する
:S09001の要求事項

表 5 品質目標の取組みの形態や単位は多様
(:S09000の 3.7.1の注記 2)

a)戦略的レベル
b)組織全体
c)プロジェクト単位
d)製品ごと (サービスごと),プロセスごと
→注記に言及はないが,顧客ごと,代理店ごと,
購買先・外部委託先ごと,地域ごと,部門ごと,
設備ごと,委員会ごと,会議体ごと,個人ごと
などでも構わない

半が該当する (表 5)。

a)で は,戦略的レベルの品質目標に言及 している。

部門ごとに品質目標を積み上げる形態は,身近な小ネタ

に走りがちで,組織の将来ビジネスにも関わるような大

ネタは,天から降らすのが現実的である。

c)では,品質目標 (取組みテーマ)を ,プロジェクト

単位で推進することに言及している。組織では,新たな

ビジネスを始める,設備を新設する,基幹システムを組

み直す際などに,プロジェクトを結成して進めることが

よくある。この推進形態は,6.2.2の 要求事項によく合

つ。

一方,品質目標は,テーマの内容をもとに “関連機

能"を選ぶので,品質目標 (テーマ)の割当てが一つも

ない部門が生じる可能性がある (図 1)。 これは規格上,

何ら問題ない。「品質目標を一切部門にもたせず,全て

委員会単位で取り組ませている」という組織もある。

図 1 品質目標 (取組みテーマ)が一つもない
部門があつてよい

《該当事項に限定して掲載》

盤 22量
5.2.1 品質方針の確立

_上_2_豆生ヱ2L:2_2_2生[」主_盪壺⊇壁理重埜」童:上」:」i壼曇左量:

生菫立し,実施し, 維持しなけれをゴならなLユ
b)顕 旦塵 と重里二の上菫塑 空壁 」と皇曇 ュ

盤 雖曼塁型ヒ盪壁 主整止型星璽饉
6.2.1顕墜 鯉 璽 塾 範 聾 型 璽 坐 L
a)運 量 墜 合している

[下線は附属書 SLに 由来する部分]
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5。 日標と目標値

品質目標は「品質に関する “達成すべき結果"」 であ

る。つまり,「達成すべき値打ちのあるテーマに取り組

む」ことが必須条件である。定量的な数値目標を掲げる

形態でも構わないが,あ くまでも数値は,判定用の指標

(目標値)にすぎない。「この数値目標への取組みを通じ

て,何を実現させたいか」を十分に描き出すことが,そ

もそもの “目標 (objective)''で あり,だからこそ,時

間と労力を費やして取 り組む値打ちを各人が感じられ

る。

現実には,数値目標を品質目標とするケースも多い。

上述のことを前提に,あえて「数値目標を品質目標とす

る場合に,何に留意するとよいか,その可能性」を整理

した (表 6)。

表 6 数値目標を品質目標とする際に留意したいこと

a)数値目標の奥に狙いを明確に描写し,関係者の理解
を促す
→「取り組む値打ち」が感じられるから,人は取 り
組み,努力する

b)投資対効果が見合ううちは,日標 としての値打ちが
あり得る
→効果が投資を下回ったら,本当に値打ちがあるか
を再吟味

c)特段の努力なしに達成できるならば, 日常管理に移
行させる
→日常管理にも “目標値"(又 は管理指標)を設け
るのは自然

d)会議回数や提案件数ではなく,そ こから得た価値が
目標の指標
→「数多 く出させる習慣を根付かせる」などでは,

数値も趣旨に合う

e)数値目標には,長期ものも短期ものもある
→年度に限定せず,取 り組む内容に応じて期間を決
める

「不良率の低減」という目標を設ける場合,「不良率の

低減を通じて,何を実現したいか」を明確に示すこと

が,最大のポイントであろう。その際には,下記も併せ

て考えてみたい。

a)「製品不良による顧客苦情の低減」が狙いならば,

不良検出強化が課題かもしれない

b)「不適合報告件数の増大」という目標は,情報の

オモテ化が狙いであることが説明可能

c)「不良率の低減」目標の下げ止まり以降は,労力

を費やす価値の描写と認識共有が重要

d)「実現したいもの」が実現したら達成 とみなし,

早めに別テーマに勢力を集中させる

ブラッシユアツプ日

上述を基本として「不良率の低減を通じて,何を実現

したいか」を明らかにし,何を狙っているかを,ス トー

リー性をもって示す。この品質目標 (テーマ)に取り組

む理由・目的がわかり, しかもメリットを納得できる。

例えば表 7の ような整理の仕方を考えるのが現実的で

ある。

表7 ストーリー性をもつた品質目標の提示

不良率が〇%だ と,手直しに□□ (時間・費用など)く

らいの労力がかかる。不良率が〇%以下になると,それ

を下回るので,取り組む値打ちがある。

6。 「不良率の低減は永遠の課題」として

積極的に取り組む組織の例

事例を紹介する組織は従業員数 80名の製造業6こ の

組織に赴いたのは,認証取得から12年目の再認証審査。

認証前の 1年間を含めた過去 13年間,一貫して「不良

率の低減」という品質目標を掲げ続け,年度単位で取り

組んでいた。同じ品質目標としたのは経営者の方針で,

数値目標を掲げ, しかも毎年少しずつ下げていた。その

経緯を表 8に示す。

表8 ある製造業での品質目標の取組みの推移

1年目

4年目まで

5年目以降

11年 目以降

品質目標 として「不良率の低減」を掲げ始

める

前年に発生した不良の原因を分析して是正

処置をとることで達成

上記方法では達成できないので,設計の仕
方,購買先の選定・管理方法,段取 り形態
など,幅広い切 り口から全社で工夫を開始
ついに目標が未達となる (それでも前年よ

りも不良率は低下 )

本件の状況について, もう少し詳 しい情報を次に示

す。

a)こ の組織では,IS0 9o01を導入する前から,「不

良品が発生したらその時点で是正処置をとる」と

いう習慣があった。

b)4年 目までの施策である「前年に発生した不良の

原因を分析して是正処置をとる」は,普段の是正

処置で気づかないような抜本対策,いわば是正処

置の親玉である。しかし, この方法で不良率の数

値目標が達成できたのは,最初の 4年間だけで

あった。

c)それ以降も経営者が数値目標を下げるので,5年

目からは,未発生の不適合を予見して事前に手を

標準化と品質管理 Vo172 Noll-55



打つ,いわば予防処置の領域に突入する。ある年

は,関係者全員が協力して設計 。開発に関する処

置を,別の年は購買関係を徹底的に協議して処置

するなどして,達成を続けていた。

d)こ こまでに打てる手は打ち尽 くしたので,さ すが
に 11年目以降は,未達状態が続 く。ただし,そ
れでも前年の不良率よりも下げていた。

経営者に尋ねると,「不良率の低減は永遠の課題であ

る。どうしても達成したいと意欲を持ってもらい,あ ら

ゆる部門が知恵を絞るという習慣を根付かせたかったの

だ」と語っていた。こういう進め方で数値目標に取り組

むと,組織の結束力を強め,底力を高める効果がある。
こうした効果を事前に描いておくこと,つ まりここでは

「狙い」そのものが,本来の品質目標のテーマであり,

取り組むことで得る効果である。

本稿の 5節で,日標 と目標値について言及 した。品

質目標への取組みにおける数値目標そのもののよし悪し

でなく,何を狙いとするか,そ のために何を仕込むかな

ど,ス トーリーの描写が重要である。

7.品質目標…こんなテーマもアリ
(経営者の立場から)

品質目標には,部門立案型のものもあるが,大局的で

戦略的な観点による品質目標は,経営者から提示するこ

とが多い。それらの捉え方の例を表 9に示す。

表 9 経営者の立場から指定する品質目標の例

a)今後のビジネス展開や組織運営を見越 したテーマ
b)設備やソフトウェアなどの導入を自主判断させる
テーマ

c)組織形態 。業務形態 。レイアウトなどを考案させる
テーマ

d)組織横断的にプロジェクトチームで検討させるテー
マ

e)会議で必要性を判断して短期決戦させるテーマ
など

品質目標に定型的な用紙を使っている場合,表 9の

幾つかは記載しづらいであろう。従来からの因習にとら

われず,建設的で実用的なテーマは,経営者だからこそ

指定できる。

8.品質目標の取組みを通じて得た組織の
知識

品質目標の取組みでは,達成したか否かの確認も大事

だが,達成策のレビューは今後に結び付くから, とても

大事である。表 10な どの観点から,取組みを通じて得

た組織の知識を,将来に継承できるようにしたいもので

ある。

表 10 品質目標の取組みにおけるレビューの対象の例

a)取 り組む意義と価値のあるテーマであったか
b)達成策 (推進方法を含む)自体が適切であったか
c)適切な達成策を設定できた (できなかった)理由や
原因は何か

d)次回以降や他部門に継承できる “組織の知識"は何
か など

品質目標に能動的で積極的に取り組めば,新たなノウ

ハウや技術 。手法,ツールなど,“組織の知識"を何か

得るものである。それらを,今後の組織運営やビジネス

などに活かす道を探ることも,貴重な機会の有効活用と

いえよう (表 11)。

表 11 組織の知識の活用・伝承方法の例

a)要素ごとに分類してデータベース化
b)取組みの前後を映像 。画像収録して比較可能化
c)品質目標の発表会でのプレゼンテーション資料とし
て保持

d)学習用教材などへの組み入れ など

b)と c)で ,達成策の適否のレビューについて記 したが ,

もしかすると「取組み開始時点で明確な達成策が立つな

らば,テーマとしての値打ちは少ない」かもしれない。

9。 日標活動と日常的な改善

何らかの取組みを進める道は,日標活動だけでなく,

日常的な改善 (継続的改善)と して普段の仕事を通じて

行うことも多い。継続的改善に関するIS0 9000の定義

を表 12に示す。

表 12 継続的改善に関する定義

継続的改善

continual

ilnprovernent

IS0 9000

3.3.2

パフォーマンスを向上するために繰 り返

し行われる活動

注記 改善のための目標を設定し,改善
の機会を見出すプロセスは,監査

所見及び監査結論の利用,データ
の分析,マネジメントレビュー又

は他の方法を活用した継続的なプ

ロセスであり,一般に是正処置又
は予防処置につながる.

継続的改善は,IS0 9001:2000の 制定に際して,日

本の改善活動が,「改善を継続して積み重ねる」ことに

秘訣があると捉えて, この表記となった。こうした改善
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の取組みは, 日常的な業務を通じて考案し,試行した上

で標準化する形態で定着を図っている。

一方,日標管理は,本稿の 4節に記したように,あ

る山を越えるために,特定の場を設けてなし遂げる形態

を意図している。日標活動を通じて取り組むという道を

選ぶのは,「 ここで頑張ろう !」 という演出と捉えるの

が現実的であろう (図 2,図 3)。

図2 日標活動と日常的な改善
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11.品質目標に取り組む値打ち

吉田耕作氏 (統計学者)の著書 『経営のための直感

的統計学』 に,表 13の 記述がある。物ごとに取り組

む価値を考える際のポイントとなろう。

表 13 書籍『経営のための直感的統計学』の一節
[吉田耕作氏]

データは,改善のための道具であり,目 的ではない。
データの結果を見て行動をとる予定がないならデータを

集めてはならない。

使いもしないデータを集めたり,加工したりするのに

長時間使って,仕事をした気になっているビジネスマン

があまりにも多い。こういう企業は衰退する。

ここで述べているのはデータの採取であるが,道具や

手段が目的に化けているケースを,品質マネジメントシ

ステムで日撃することがよくある。なかでも「不良率の

低減」などの種類の品質目標を掲げている組織に, この

種の状況が発生しやすいように感じた。原点である,「品

質目標の取り組む値打ち」に立ち返って考えてみたい。

吉田耕作氏は,デ ミング博士の助手を 1986～ 1993

年 (亡 くなる直前まで)に務めており,いわば師弟関係

にある。上述した話題の源流は「デミング経営哲学」に

あるようで,吉田氏は,著書 『国際競争力の再生』

の中で,「デミング 14ポ イント」として提示している。

これらのうち,本稿の内容への関連性の高い,ポイント

7～ 11を表 14に紹介する。

表 14 デミング経営哲学のエッセンス
「デミング14ポイント」の一部

ポイント7

ポイント8

ポイント9

ポイント10

ポイント11

リーダーシップを発揮すること。リーダー

シップとは人々や機械や装置がよりよい仕

事をするのを助けることである。経営の

リーダーシップは,製造の作業員の指導同
様,解体修理が必要である。

全員が会社のために効果的に働けるように

恐怖心を取 り除 くこと。

部門間の障壁を取 り除 くこと。 リサーチ,

デザイン,販売,製造などにいる人々は一

丸となって働き,できあがつた製品やサー
ビスに関して起こりうる製造上の問題を予

知しなければならない。

“無欠点 (zero detect)''や “より高い生産

性を
"と かいうようなスローガン,激励 ,

日標などは一切やめること。

工場内で数量割当て (Quotas)を やめる

こと。目標による経営をやめること。数字

や数値目標による管理をやめること。リー

ダーシップで置き換えること。

畿r

|二

頑張つて乗り切る  一般的レベル

図3 目標活動を終えれば日常管理ヘ

その山を越えれば, 日標活動をいったん終え, 日常的

な改善に移すことになろう。また,例えば,マ ンネリ化

してきた場合は,短期決戦的に目標管理で取り組ませ ,

確立した後は日常的な取組みに戻すという演出もあろ

う。このように工夫が必要な事項への取組みの使い分け

も考えたいものである。

10.品質目標の取組みの中止の判断・指示

品質目標は,いわば「普段の仕事で忙しい中,わざわ

ざ時間と労力を費やして取り組む」ものである。逆にい

えば,そ れだけの価値がなくなった時点で,中止を判

断 。指示することも重要である。取組みを続けて費やす

労力は人件費,つ まり原価に直結する。

経営者は,「取組みを指示して着手させたが,取 り組

ませる価値がない」と判断したならば,速やかに中止を

指示する。実務者から,朝令暮改であると不満の声が上

がることがあるが, ときには英断が必要となることもあ

る。このことは,本稿の 7節に一脈を通じるものであ

る。

標準化と品質管理 Vol.72 No ll-57



これらは,品質目標について直接言及 したものではな

いが,内容は見合ったものであり,趣旨は基本的に共通

である。

12.国際規格の翻訳の難しさ

本稿では, ここに至るまで,用語の定義や注記に当た

るだけでなく,随所で英原文を訳し直したり,英英辞

典を引いて原語の真の意味を調べたりすることで,ISO
9001要求事項の本来の背景・趣旨や意図が何であるか

を探ってきた。2015年版の JIS化 (日本語化)の際は,

これらに留意して英語を日本語に表記しているが,現実

問題として, 日本語を読むだけでは趣旨を正確にくみ取

れない部分が, どうしても存在してしまう。今回取り上

げた品質目標は,その典型例といえよう (関連して取り

上げた品質方針を含む)。

表 15は ,(社 )日本品質管理学会監修の『品質管理用

語 85』 での各種用語の定義である。本稿の 2節で記し

た,同一用語の IS0 9000で の定義と,微妙にニュアン

スが異なつている。いわば,「 IS0 9001と 日本の品質

管理で定義が異なる同一の用語を,並行使用している」

という状態にあることが,品質目標の取組みが ISO

9001の趣旨と異なる原因であろう。両者を整合させる

には,表 16の ように各用語の訳語を読み替えるのが合

理的なのかもしれない。

これらの用語の IS0 9001の JIS表記は,JIS Z 9901:

1991(IS0 9001:1987の JIS版 )の時点から変えてお

らず,既にこの呼称が定着しているので,今さら変更す

るのは困難だが,運用に際して内容を理解する際には,

表 16 品質目標に関連する用語…訳語の読み替えの案

活用可能である。また,品質マニュアルなど社内での文

書制定では変更することは可能かもしれない。
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表15『品質管理用語 85』 における方針に関連する各種定義

ISOの
英原語

現行の

JIS表記
意味をもとに品質管理用語に

合わせた訳語を指定する案

policy 方針

理念 (品質管理用語にないが)
→そのまま “ポリシー"と 記
してもよい?

objective 目標 方針

goal

(IS0 9000
3.7.1注 記 3)

到達点 目標

方針

品質管理用語 85

トップマネジメントによって正式に表明された,組織の使命,理念及びビジョン,又は
中長期経営計画の達成に関する,組織の全体的な意図及び方向付け
注記 1 方針には,一般的に,次の三つの要素が含まれる。ただし,組織によってはこ

れらの一部を方針に含めず,別 に定義している場合がある。
a)重点課題, b)目標, c)方策

注記 2 トップマネジメントの方針を受けて,組織内の責任者が表明した方向付けを方
針と呼ぶことがある。

例 :事業部長方針,支店長方針,部長方針
注記 3 特定のマネジメント領域の方針であることを示すために,修飾語を用いること

がある。

例 :品質方針,環境方針

目標

品質管理用語 85

方針又は重点課題の達成に向けた取組みにおいて,追求し,目指す到達点

方針管理

品質管理用語 85

方針を,全部門・全階層の参画のもとで,ベクトルを合わせて重点指向で達成していく
活動

注記 方針には中長期方針,年度方針などがある。
方針展開

品質管理用語 85

方針に基づく,上位の重点課題, 日標及び方策の,下位の重点課題, 日標及び方策への

展開
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